


　上沼田村（現 足立区江北）の大農家、舩津文渕は江戸の谷文晁に絵を学びました。本作
は小右衛門新田（ 現 足立区中央本町・梅島周辺）の郷士、日比谷家の依頼によって制作
されたもので、当家の床の間横の袋戸として使用されました。

村越向栄  十二カ月花卉図屏風

舩津文渕  四季草花図小襖

（明治39年・1906頃　当館蔵）

(天保 2 年・1831以前　個人蔵・当館寄託)

(嘉永6年・1853　個人蔵
・当館寄託)

村越向栄  四季草花図屏風
(明治時代　当館蔵)

じ ゅ う に か げ つ   か き   ず び ょ う ぶ

(文化 14 年・1817　個人蔵)

酒井抱一 下絵 
さかい       ほういつ

原羊遊斎 蒔絵
はら   ようゆうさい

筑波山に都鳥墨切蒔絵大盃
みやこどり すみきり   まきえ     たいはい

(江戸時代後期　千住河原町 稲荷神社蔵)
村越其栄  秋草図屏風
むらこし きえい

(明治時代　当館蔵)
村越向栄  月次景物図

つ き な み   け い ぶ つ ずつ き な み   け い ぶ つ ず

村越向栄  秋草図
(明治時代　当館蔵)

かみぬまたむらふなつ       ぶんえん しき　  そうか     ず    こぶすま

こ え も ん    し ん で ん 　

せきや 　りげんすずき　　きいつ とうこうしゃ　べいいん こごうのつぼね みなもとのなかくにず

鈴木其一 画  関屋里元・東耕舎米員 歌  小督局・源仲国図

　千住の琳派絵師、村越其栄の子の向栄は、其栄の寺子屋「東耕堂」を引き継いで地域の教育を担いながら、父から琳派の画法を学んで、地
域の絵師としてくらしを彩る掛軸や屏風を手掛けました。其栄・向栄ら「千住の琳派」の活動を通じて、明治時代に至っても、江戸の酒井抱一・
鈴木其一より繋がれた琳派の絵が、千住・足立の生活文化の中に息づいていたことがわかります。

　平成21年（2009）、千住の旧家で村越向栄作《十二カ月花卉図屏風》が確認されました。
　これを契機に、平成24年（2012）の区制80周年記念事業の一環としてはじまった区内資料の集中的な調査事業「文化遺産調査」で、美術
資料の調査が本格化することとなりました。以来10年以上にわたる調査研究の結果、江戸時代から足立には豊かな文化が広がっていたこと
が明らかとなりました。

　12カ月各月を象徴する花鳥や各
地の名勝が一幅ずつ描かれた作品
です。
　本作は元々千住の旧家、名倉家
に「まくり（表装する前の一枚絵）」
の状態で伝来しました。受け取った
後、どのような形で使用するかが依
頼主に任されていたことがわかり
ます。

かもんしんでん
　　掃部新田（現  千住仲町ほか)

の開発人である石出家に伝来し
ました。
　向栄の住居は現在の千住仲町
公園（足立区千住仲町28-12）付
近に位置し、石出家の屋敷のすぐ
そばにありました。
　親しい隣人として、向栄に秋の
床の間飾りを依頼したことが想
像されます。

　一つの画面の中に、春夏秋冬の草花が描かれています。千住仲町で米
穀問屋「川善」を営んでいた渋谷家に伝来しました。向栄による草花図は、
渋谷家以外にも千住の家々に伝来しており、千住の人々にいかに親しま
れていたのかがわかります。

　村越向栄による、季節の草花を12カ月ごとに描いた絵を貼りつけた六曲一双の屏風です。
千住仲町で建具屋を営む渋谷家に伝来したもので、本作の発見により「千住の琳派」の調査
研究がスタートすることになりました。

　江戸時代後期、千住を拠点とした俳人・絵師の建部巣兆は、琳派絵師の酒井抱一や関東画壇の大家である谷文晁などと親しく交流し、絵
や文芸を共に楽しみました。こうした千住・足立と江戸の文人交流は巣兆没後も続き、やがて、江戸の文人たちに影響を受けた舩津文渕など
の絵師が千住・足立に登場します。
　彼らは町の人々の求めに応じて作品を手掛け、その作品は家々を彩る調度品として地域のくらしの中に根付いていきます。

たけべ    そうちょう さかい　ほういつ たに ぶんちょう

ふなつ　ぶんえん

　千住の琳派絵師、村越其栄は酒井抱一の高弟である鈴木其一か
ら絵を学び、寺子屋「東耕堂」を営みながら地域のくらしを彩る掛軸
や屏風を手掛けました。
　本作も青物市場で賑わう千住河原町の鎮守に伝来するもので、地
域の絵師として其栄が依頼を受けて制作した背景がわかります。

とうこうどう

　鈴木其一が絵を描き、千住の狂歌師が正月の歌を詠んだ摺物です。
其一は文化12年・14年（1815・17）の「千住の酒合戦」以後、師の抱一
と同様に千住・足立の人々と交わっていました。

　文化12年と14年（1815・17）に、
近隣の酒豪を集めた大酒宴「千住の
酒合戦」が行われ、そこに江戸の文
人たちも賓客として招かれました。
　この大盃は二回目の酒合戦の折
に実際に使用されたものです。

ちんじゅ

すずき　　きいつ

つくばさん

ふくろと


